
餒胞状腫瘤が確認され，総

カルシウム値は持続的に高値を示していたが（図1），臨

床症状は特になく経過，T4値は正常であった．2008年

1月に，膵臓の島細胞腫による低血糖に起因した神経症

状がみられた時にも総カルシウム値の変動はほとんどな

かった．同年9月に総カルシウム14.4mg/dl（基準値8

～10.5mg/dl），イオン化カルシウム3.34mEq/l（基準

値2.41～ 2.72mEq/l），Intact PTH 48pg/ml（基準値

8～25pg/ml）の値を示したため上皮小体機能亢進症と

診断され，同年10月に頸部腫瘤の摘出術が実施された．

術前の臨床症状として，多飲多尿と軽度の食欲低下が認

められた．手術時には右側頸部の甲状腺下に存在してい

た餒胞状腫瘤（2.0×1.5cm）の他に左側甲状腺に隣接

する充実性腫瘤（1.0×0.6cm）も認められたため同時

に摘出されたが，本症例は手術の翌日に死亡した．剖検

は残念ながら実施されなかった．

肉眼所見：左側腫瘤の割面は白色充実性を呈し，その

存在部位から第四（内）上皮小体に該当するものと思わ
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要　　　　　約

4年前より右側頸部皮下に腫瘤が触知された17歳の去勢雄，雑種猫が上皮小体機能亢進症と診断された．外科手術

時，偶発的に左側頸部にも腫瘤が認められ，右側頸部腫瘤とともに摘出された．肉眼的に左側腫瘤は充実性白色を呈し

ており，右側腫瘤は無色透明の漿液を容れた餒胞状を示し，餒胞の中心部に乳白色を呈する充実性腫瘤が認められた．

病理組織学的に左側腫瘤は豊富な好酸性細胞質を持つ腫瘍細胞の充実性増殖を主体としており，周囲の甲状腺や被膜へ

の浸潤像が認められたことから上皮小体癌と診断された．右側餒胞状腫瘤は周囲組織への浸潤像が認められなかったこ

とから上皮小体腺腫と診断された．―キーワード：猫，上皮小体機能亢進症，上皮小体癌．
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